
令和7年度 長野市
全国学力・学習状況調査結果

１ 調査内容
(1)教科に関する調査
令和７年4月17日(木)実施 【小学校】国語､算数、理科 【中学校】国語､数学、理科（CBT)

(2)生活習慣や学校環境に関する質問調査
･児童生徒に対する調査
･学校に対する調査

２ 集計対象※教科によって調査人数が異なるため、集計対象は､国語の実施人数を目安として記載
市立小学校6年生 52校 2,６４４人
市立中学校3年生 23校 2,６２７人

Ⅰ 調査概要

１ 教科に関する調査の結果概要

Ⅱ 教科・調査別結果の概要

R7 長野市 長野県 全国

国語 67 66 66.8

算数 57 56 58.0

理科 58 56 57.1

小学校

中学校 全国の正答率を100とした場合の、本市の結果の推移

全国の正答率を100とした場合の、本市の結果の推移本市及び長野県、全国の正答率（％）
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長野市教育委員会事務局学校教育課

成果〇小学校の国語：全国と同程度の正答率を維持
〇中学校の国語：全国と同程度の正答率を維持し、上昇傾向
〇小・中学校の理科：全国の正答率との比較が上回る傾向

課題●小・中学校の算数・数学：全国の正答率との比較が下回る

R7 長野市 長野県 全国

国語 55 55 54.3

数学 47 46 48.3

理科
※IRTスコア

513 509 503
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しなのきプランⅡ

しなのきプランⅡ

中学校理科は、IRTを導入
IRT(Item Response Theory：項目反応理論）
児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別し
て分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論。※IRTスコアは５００が基準点
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（１）  小 学 校

国 語

・正答率40％（５問正答）以下の児童の割合 〔長野市：9３〕
※全国＝１００

２ 校種別および領域・問題形式別の結果概要 2
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正答数分布 領域・問題形式別グラフ

算 数

・正答率40％（6問正答）以下の児童の割合 〔長野市：100〕
※全国＝１００

正答数分布

理 科
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・正答率40％（6問正答）以下の児童の割合 〔長野市：94〕
※全国＝１００

正答数分布 領域・問題形式別グラフ

正答数分布 領域・問題形式別グラフ

全国と同程度

全国より少ない

R6は測定の問題なし
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（2）  中 学 校

国 語

・正答率40％（５問正答）以下の児童の割合 〔長野市：93〕
※全国＝１００
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数 学

・正答率40％（６問正答）以下の児童の割合 〔長野市：103〕
※全国＝１００

正答数分布 領域・問題形式別グラフ

正答数分布 領域・問題形式別グラフ

全国より多い

全国を上回る

全国を下回る
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２ IRTバンドの人数割合 ・IRTバンドとは、IRTスコアを1～5の5段階に区切ったもの
・「３」を基準のバンドとし、「5」が最も高いバンド

300 400 500 600 700

長野市

全国（公立）

10-25% 25-50% 50-75% 75-90%

下位層が全国よりも高得点

１ IRTスコア集計値とIRTスコア分布グラフ

パーセンタイル値

10% 25% 50% 75% 90%

長野市 382 436 503 577 653 

全国
（公立）

361 422 495 572 652 

全国より高い

・IRTスコアとは、IRTに基づいて、各設問の状況から学力を推定し、５００を基準にした得点
・パーセンタイル値とは、データ全体を小さい順に並べたときに、ある値が下から数えて何%の位置に相当す
るかを表す数値

全国より少ない
全国より多い

理 科

IRTスコア集計値 IRTスコア分布グラフ
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観察・実験を位置づけた学習
   展開を重視し、問いを見出し、
   解決方法を立案し、結果を分
   析・解釈する過程を通じて、問
   題解決の力を育てながら、分
   かる授業を実践している成果
   が表れていると考えられます。

長野市 全国（公立）

８３．３% ７９.４%

【左記問題の平均正答率】

①観察や実験を中心とした科学的
な探究の過程②多面的・多角的に
考察し、探究から生じた新たな疑
問や身近な生活との関連に着目し
た振り返りを大切にした授業の成
果が表れていると考えられます。

１００以上の差

本市のよさをPICK UP! ～中学校理科を例にして～

中学校問１（６）問題をPICK UP!

生徒質問調査（62）
理科の授業の内容はよく分かりますか

全国＝１００

３ 本市のよさと課題をPICK UP
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全国比を上回る傾向

生徒質問調査（６9）
理科の授業では、自分の予想をもとに観察
や実験の計画を立てていますか 全国＝１００
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肯定的回答の割合が減少傾向

長野市 全国（公立）

３1.４% 3４.７%

【左記質問に対する回答別の平均正答率】

【左記問題の平均正答率】

ICTを活用して問題場面を視覚的にPICK UPすることで、生徒が個別の課題を明らかにするとともに、
個別最適な学びを通して、数学の理解を深めていくことが大切です。

生徒質問調査（54）数学の授業の内容はよく分かりますか

本市の課題をPICK UP! ～中学校数学を例にして～

中学校問４・問７をPICK UP!

差が大きい

長野市 全国（公立）

５８．８% ５５．９%

【上記問題の
平均正答率】

このとき、ＡとＢのどちらが勝ちやすいですか。

問４では、長野市のおよそ３人に１人が、「17」と誤っ
   た回答をしており、全国・長野県より高い割合となっていまし
   た。 ｘ＝２のときのｙの値を求めており、「増加量」について
   の理解の定着に課題があると考えられます。一方、問７では、
   実際に樹形図や表等を利用し、求めた確率を根拠にして説
   明できている生徒の割合が高い傾向にあります。
用語の理解については、生徒が既習事項を振り返り、これ

   まで学習した内容との相違点や共通点を考え、知識・技能
   を定着させていく指導が大切です。また、 図や表から判断
したことを説明するような学習おいては、友と相談、発表し
合う場面を設けるなど、協働的な学びの充実を図っていくこ
とも大切です。
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・表中の値は､全国を１００としたときの、
長野市の肯定的な回答の割合
・（ ）内の値は昨年度の結果

Ⅲ しなのきプランⅡ・非認知能力に寄せた分析

２ 非認知能力について（児童生徒質問調査より）

１ ウェルビーイングについて（児童生徒質問調査より）

質問番号 質問事項 小学校 中学校

（５） 自分には、よいところがあると思いますか １０２
（10０）

９６
（99）

（７） 将来の夢や目標を持っていますか ９９
（99）

９８
（99）

（８） 人が困っているときは、進んで助けていますか １００
（101）

９９
（100）

（９） いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか １００
（100）

１００
（101）

（１０） 困りごとや不安がる時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか １０６
（１０６）

１０２
（１０４）

（1２） 学校に行くのは楽しいと思いますか ９８
（96）

９８
（98）

（１４） 友達関係に満足していますか ９８
（97）

９８
（100）

（１５） 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか １００
（100）

９９
（101）

３観点 質問番号 質問事項 小学校 中学校

みらい

（３１）
これまでに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがう
まく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

９９
（99）

１０５
（105）

（３２）
これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取
り組んでいましたか

９９
（101）

９９
（99）

（３３）
これまでに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分
の考えをまとめる活動を行っていましたか

９７
（102）

９７
（９９）

（３７）
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたり
することができると思いますか

１０４
（10３）

９７
（9８）

（４０）
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べ
たことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか

９３
（９4）

９９
（９9）

きずな

（３５）
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな
考え方に気付いたりすることができていますか

９７
（99）

９８
（97）

（３９）
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力
しながら課題の解決に取り組んでいますか

９９
（9８）

１００
（100）

（４２）
学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを
決めて取り組んでいますか

９８
（101）

９２
（96）

じりつ

（１６）
分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、
工夫することはできていますか

９９
（103）

９７
（100）

（３６）
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の
学習につなげることができていますか

９９
（１００）

９７
（9８）

5

多くの児童生徒が先生や学校の大人に相談できると感じていることから、学校は安心して過ごせる場となってい
ると考えられます。今後は、このよさを大切にしつつ、特に中学生には思春期特有の悩みや不安に寄り添い、一人
一人の存在や個性を尊重しながら、生徒理解や支援につなげていくことを大切にします。

学びを日常生活や次の学習に生かせる児童や資料や文章、話の組み立てを工夫して発表できる生徒が多い
傾向です。今後、このよさを広げるとともに、探究的な学習や協働的な学習の場の充実を図っていくことが大切に
します。



Ⅳ 児童生徒の自己肯定感を軸に分析

クロス集計より しなのきプランⅡでは子どものウェルビーイングの実現を目指しています。

6

教師が、しなのきFinder等を活用して、子どもたちのよさを様々な視点から具体的な姿で捉え、価値づ
けることを積み重ねていくことで、子どもたちの自己肯定感が高まっていくと考えられます。
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これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか
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中学校

子どもは自分のよさを自覚することで、主体的に課題に向き合い、「自分の考えを試してみよう」「まず
は取り組んでみよう」といった前向きな姿勢を育むことにつながっていくと考えられます。

★全国学力・学習状況調査の結果を基にした授業改善支援
★「子どもも教師も！みんなで楽しむ算数・数学授業づくり！！」学校訪問支援
★しなのきFinderを活用した、教師の子ども観や授業観のBrush Up研修

市教委
の取組

「しなのき派遣」
でご要請ください

教師から認められている児童生徒ほど、自己肯定感が高い傾向
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自己肯定感が高い児童生徒ほど、主体的に学べている傾向
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これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか
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自分には、よいところがあると思いますか

研究指定校では、非認知能力を意識した様々な取組を通して、
多くの児童生徒が自分のよさを自覚し、その割合も増加傾向に
あります。

☆子どもが思う存分やりたいことに取り組める時間を設定
☆子どもが自己選択・自己決定できる授業を実践
☆学校教育目標の実現に向けて育みたい力を子どもと共有
☆授業や行事で行動指標を意識した活動と振り返りを実施
☆教師が子ども一人一人のよさを多角的に見取り、共有

【非認知能力を意識した取組実践例】

Ⅴ 研究指定校の自己肯定感とその取組
【ICTを活用して子どものよさを共有】

【育みたい力を掲示し、子どもと共有】

肯定的回答の割合

(%)

各学校の正答率に表れてきた結果がどのような“子どもの状態”や“子どもの気持ち”によるも
のなのかを分析しながら、各学校のよさや強み、課題を洗い出し、学校教育目標の実現に向けて、
子どもと教師の対話を通して、個に応じた指導・支援等の取組に繋がるよう支援してまいります。

2つの質問
をクロス

2つの質問
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をクロス

2つの質問
をクロス
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